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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 28日 (2007.3.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 面 の 傷 の 治 療 を 促 進 す る 方 法 で あ っ て 、 ３

コ ラ
－ ゲ ン タ イ プ 付 与 す る こ と を 備 え 、 前 記 組 成 物 は 結 合 組 成 形 成
細 胞 又 は 内 皮 細 胞 の た め に 走 化 性 で あ る 傷 の 治 療 を 促 進 す る 方 法 。
【 請 求 項 】
　 混 合 さ れ た 組 成 物 .5-20重 量 パ － セ ン ト 度 で 懸 濁 液 の 中
に 存 在 す る 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 】
　 懸 濁 液 の 中 の 濃 度 が 8-10μ ｇ /m あ る 請 求 項 1記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 】
　 前 記 懸 濁 液 5と の 間 の DEを 有 す る 加 水 分 解 で ん ぷ ん で あ る 請 求 項 １

記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 】
　 前 記 加 水 分 解 で ん ぷ ん 3と の 間 の DEを 有 す る 請 求 項 １ 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 】
　 前 記 懸 濁 液 が ゲ ル 化 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 】
　 前 記 コ ラ － ゲ ン タ イ プ Iが ０ .２ 乃 至 ２ 濃 度 で 懸 濁 液 の 中 に 存 在 し て い る 請 求
項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 】
　 前 記 コ ラ － ゲ ン タ イ プ Iが に 有 効 な 量 で 存 在 す る 請 求 項 １
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　

５ 以 下 の ブ ド ウ 糖 当 量 （ DE） を 有 す る 加 水
分 解 で ん ぷ ん と 、 ア ル フ ァ -ト コ フ ェ ロ ー ル 及 び ア ス コ ル ビ ン 酸 と の 混 合 物 に お け る

Iの 治 療 上 有 効 な 懸 濁 液 を

２
前 記 ア ス コ ル ビ ン 酸 が 、 の 0 の 濃

３
ア ル フ ァ -ト コ フ ェ ロ ー ル の lで

４
が 5と 2 ～ ３ の い ず れ

か １ つ に
５

が 9と 1 ～ ４ の い ず れ か １ つ に

６
～ ５ の い ず れ か １ つ に

７
μ g/cm 2 の

～ ６ の い ず れ か １ つ に
８

走 化 性 ～ ７ の い ず れ か １ つ に

前 記 コ ラ － ゲ ン タ イ プ Iが ボ ビ ン コ ラ － ゲ ン タ イ プ Iで あ る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ つ
に 記 載 の 方 法 。

前 記 ボ ビ ン コ ラ ー ゲ ン は 、 外 生 の プ ロ テ ナ ー ゼ 材 料 が 種 々 の 分 解 、 沈 殿 お よ び 濾 過 技 術



【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ ２ 】
　

【 請 求 項 １ ３ 】
　

【 請 求 項 １ ４ 】
　

【 請 求 項 １ ５ 】
　

【 請 求 項 １ ６ 】
　

【 請 求 項 １ ７ 】
　
【 請 求 項 １ ８ 】
　

【 請 求 項 １ ９ 】
　

【 請 求 項 ２ ０ 】
　

【 請 求 項 ２ １ 】
　

 
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 米 国 特 許 第 3,812,252号 に 述 べ ら れ て い る よ う に 、 火 傷 、 潰 瘍 、 お よ び 組 織 傷 害 の 如 き
、 傷 及 び 皮 膚 欠 陥 の た め の 特 に 有 効 な 治 療 処 置 は 、 約 ３ ５ 以 下 の ぶ ど う 糖 量 を 有 す る 実
質 上 加 水 分 解 で ん ぷ ん 成 分 を 含 ま せ た 医 療 包 帯 を 用 い る こ と で あ る 。 こ の よ う な 傷 の 治 療
に お い て 、 加 水 分 解 で ん ぷ ん は 膜 を 形 成 し 、 こ の 膜 は 下 側 の 肉 芽 組 織 に 密 接 に 結 合 さ れ 、
気 体 や 流 体 に 半 浸 透 で あ っ て 、 理 想 的 な 防 護 カ バ － を 形 成 す る 。 こ の 防 護 カ バ － は 、 体 液
や 血 漿 の 損 失 お よ び 病 原 菌 の 進 入 を な く す 。 更 に 、 加 水 分 解 で ん ぷ ん は 局 部 的 な 栄 養 と な
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に よ っ て 除 去 さ れ 、 純 粋 の コ ラ ー ゲ ン 製 品 が 提 供 さ れ る よ う に 前 処 理 さ れ る 請 求 項 ９ に 記
載 の 方 法 。

前 記 懸 濁 液 は 前 記 傷 の 表 面 に 繰 り 返 し 付 与 さ れ る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ つ に 記 載
の 方 法 。

局 部 的 に 付 与 さ れ る 医 薬 組 成 物 で あ っ て 、 ３ ５ 以 下 の ブ ド ウ 糖 当 量 （ DE） を 有 す る 加 水
分 解 で ん ぷ ん と 、 ア ル フ ァ -ト コ フ ェ ロ ー ル 及 び ア ス コ ル ビ ン 酸 と の 混 合 物 に お け る コ ラ
－ ゲ ン タ イ プ Iの 懸 濁 液 を 備 え 、 前 記 組 成 物 は 結 合 組 成 形 成 細 胞 又 は 内 皮 細 胞 の た め に 走
化 性 で あ る 組 成 物 。

前 記 ア ス コ ル ビ ン 酸 が 、 混 合 さ れ た 組 成 物 の 0.5-20重 量 パ － セ ン ト の 濃 度 で 懸 濁 液 の 中
に 存 在 す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 組 成 物 。

懸 濁 液 の 中 の ア ル フ ァ -ト コ フ ェ ロ ー ル の 濃 度 が 8-10μ ｇ /mlで あ る 請 求 項 １ ２ ま た は １
３ に 記 載 の 組 成 物 。

前 記 懸 濁 液 が 5と 25と の 間 の DEを 有 す る 加 水 分 解 で ん ぷ ん で あ る 請 求 項 １ ２ ～ １ ４ の い
ず れ か １ つ に 記 載 の 組 成 物 。

前 記 加 水 分 解 で ん ぷ ん が 9と 13と の 間 の DEを 有 す る 請 求 項 １ ２ ～ １ ５ の い ず れ か １ つ に
記 載 の 組 成 物 。

前 記 懸 濁 液 が ゲ ル 化 さ れ て い る 請 求 項 １ ２ ～ １ ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 組 成 物 。

前 記 コ ラ － ゲ ン タ イ プ Iが ０ .２ 乃 至 ２ μ g/cm 2 の 濃 度 で 懸 濁 液 の 中 に 存 在 し て い る 請 求
項 １ ２ ～ １ ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 組 成 物 。

前 記 コ ラ － ゲ ン タ イ プ Iが 走 化 性 に 有 効 な 量 で 存 在 す る 請 求 項 １ ２ ～ １ ８ の い ず れ か １
つ に 記 載 の 組 成 物 。

前 記 コ ラ － ゲ ン タ イ プ Iが ボ ビ ン コ ラ － ゲ ン タ イ プ Iで あ る 請 求 項 １ ２ ～ １ ９ の い ず れ か
１ つ に 記 載 の 組 成 物 。

前 記 ボ ビ ン コ ラ ー ゲ ン は 、 外 生 の プ ロ テ ナ ー ゼ 材 料 が 種 々 の 分 解 、 沈 殿 お よ び 濾 過 技 術
に よ っ て 除 去 さ れ 、 純 粋 の コ ラ ー ゲ ン 製 品 が 提 供 さ れ る よ う に 前 処 理 さ れ る 請 求 項 ２ ０ に
記 載 の 組 成 物 。

当



る 局 部 過 栄 養 素 を 形 成 し て 徐 々 に 放 出 す る グ ル コ － ス を 提 供 し 、 こ の グ ル コ － ス は 、 通 常
の 血 液 流 の 栄 養 か ら 比 較 的 離 れ た 組 織 の 栄 養 と し て そ の 損 傷 と 成 長 の 両 方 で 特 に 有 効 で あ
る 。 こ の よ う な 局 所 貧 血 病 巣 へ の 血 流 の 停 止 は 床 ず れ や 血 流 停 止 の よ う に 、 ゆ っ く り 徐 々
に 発 達 し て い く か 、 又 は 熱 放 射 や 化 学 的 火 傷 の よ う に 、 よ り 急 激 に 生 ず る 。 栄 養 が な い 場
合 に 、 栄 養 の 供 給 割 合 は 、 細 胞 や 組 織 の 成 長 に お い て 、 組 織 等 が 徐 々 に 悪 化 し て い く こ と
に つ れ て 減 少 し て い く 。 こ の こ と は 、 結 局 、 壊 死 と し て 知 ら れ た 組 織 や 細 胞 の 退 化 お よ び
死 滅 を 招 く こ と に な る 。 組 織 や 細 胞 の 壊 死 は 、 一 般 に は 、 バ ク テ リ ア 、 菌 性 お よ び /ま た
は ウ ィ ル ス 汚 染 に よ っ て 生 ず る 。 更 に 、 前 記 米 国 特 許 公 報 で 指 摘 さ れ て い る よ う に 、 加 水
分 解 で ん ぷ ん で 手 当 て さ れ た 浸 出 し た 皮 膚 の 傷 は 、 感 染 し た 傷 の バ ク テ リ ア 数 を 大 幅 に 減
少 し 、 且 つ 　 未 感 染 の 傷 の 感 染 を 抑 え る 。 更 に 、 加 水 分 解 で ん ぷ ん を 傷 や 潰 瘍 に 適 用 す る
と 、 フ ィ ル ム や 半 浸 透 性 の 膜 を 形 成 し 、 こ れ ら フ ィ ル ム 等 は 水 腫 の 液 体 を 通 す が 、 蛋 白 質
材 料 は 身 体 の 中 に 保 持 さ れ 、 こ れ に よ っ て 浸 出 体 積 を 比 較 的 き れ い な 状 態 で 減 少 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 は コ ラ － ゲ ン タ イ プ I、 ア ス コ ル ビ ン 酸 の 如 き ビ タ ミ ン (ビ タ ミ ン C)、 ア
ル フ ァ -ト コ フ ェ ロ ー ル （ ビ タ ミ ン E） お よ び 傷 に 適 用 さ れ る 特 定 の 加 水 分 解 で ん ぷ ん を 含
み 、 健 康 的 芽 組 織 の 形 成 と 成 長 と を 促 進 す る よ う に す る 。 皮 膚 の 一 様 な 裂 け 目 あ る い
は 破 裂 の た め の 回 復 手 順 は 、 時 間 、 日 お よ び 週 に わ た る 期 間 が か か り 、 あ る 場 合 、 例 え ば
潰 瘍 の 場 合 に は 、 こ の よ う な 裂 け 目 又 は 破 裂 は 、 例 え ば 、 月 、 更 に は 、 年 の 期 間 に 亘 っ て
持 続 す る か も し れ な い 。 あ ら ゆ る 場 合 に 、 短 時 間 ま た は 長 時 間 に 亘 っ て 、 新 し い 組 織 が 、
裂 け 目 又 は 破 裂 部 を 完 全 に 閉 じ る よ う に 、 発 生 す る ま で 、 病 原 体 の 微 生 物 又 は 外 敵 物 質 に
よ る 進 入 の 可 能 性 が 続 く 。 感 染 の 危 険 の た め に 、 傷 の 通 常 の 管 理 は 、 最 初 に 、 感 染 の 影 響
の あ る 領 域 を 完 全 に き れ い に し て 病 原 体 の 材 料 を 作 る よ う な 汚 れ 、 布 の 粒 子 、 又 は 他 の 破
片 の 如 き 任 意 の 汚 染 物 を 除 去 す る よ う に す る こ と で あ る 。 任 意 の 治 癒 で き な い 組 織 を 取 り
除 き 、 防 腐 性 材 料 を 塗 布 し て 上 記 領 域 を で き る だ け 無 菌 に す る 。 必 要 な ら 、 縫 合 し て 下 側
の 組 織 の 部 分 を 少 な く し 、 こ れ に よ っ て 起 こ り 得 る 汚 染 に 曝 さ れ る 組 織 の 量 を 限 定 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 純 粋 な コ ラ ー ゲ ン は 、 骨 の 構 造 又 は 骨 の 構 造 の 隙 間 の 置 換 の た め 、 お よ び 皮 膚 の し わ を
形 成 す る 組 織 を 満 た す た め に 成 形 医 学 や 美 容 整 形 に 用 い る こ と が 示 さ れ て き た 。 こ の よ う
な 使 用 に お い て 、 コ ラ ー ゲ ン は 哺 乳 動 物 源 、 例 え ば 子 牛 か ら 入 手 す る こ と が で き 、 こ れ に
よ っ て 外 生 の プ ロ テ ナ ー ゼ 材 料 が 種 々 の 分 殿 お よ び 濾 過 技 術 に よ っ て 除 去 さ れ

る 。 こ の 型 式 の ボ ビ ン コ ラ ー ゲ ン は 容 易 に 従 っ て 比 較 的 安 価
で あ る 。 不 運 に も 、 こ の 純 粋 な 性 質 の コ ラ ー ゲ ン が 被 験 者 に 抗 原 反 応 を 引 き 起 こ す か も 知
れ な い 。 こ の よ う な 抗 原 反 応 は ら せ ん 状 に 束 ね ら れ て い な い コ ラ ー ゲ ン の 線 維 素 の 端 部 に
よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 。 幸 運 に も コ ラ ー ゲ ン の こ れ ら 端 部 は 、 蛋 白 質 加 水 分 解 酵 素 ； 例 え
ば 、 ペ プ シ ン （ 消 化 酵 素 ） で 処 理 す る こ と に よ っ て コ ラ ー ゲ ン か ら 分 裂 さ れ 得 る 。 ペ プ シ
ン で 消 化 後 、 分 裂 さ れ た 端 部 は 廃 棄 さ れ て 中 央 の コ ラ ー ゲ ン 束 （ ト ロ ポ コ ラ ー ゲ ン ） の み
が 残 る 。 こ れ ら 中 央 の コ ラ ー ゲ ン 束 は 抗 原 性 を き わ め て 減 少 し 、 不 適 当 な 抗 原 効 果 を 持 つ
こ と な く 上 述 の 目 的 の た め に 使 用 す る こ と が で き る 。
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